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佐
倉
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
活
動
を
開

始
し
、
15

年
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
情
報
公
開
を
進
め
、
税
金
の
無

駄
遣
い
を
無
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
佐
倉
市
の
職
員
給
与
へ
の

取
組
み
結
果
（
国
基
準
と
の
差
額
が

年
額
６
億
円
減
少
）
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
（
詳
細
裏
面
）
。

市
議
会
で
の
議
案
の
提
出
に
は
３

名
の
議
員
が
必
要
で
す
。
現
在
の
２

名
か
ら
３
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
千
葉
県
政
へ
も
取
組
み
、

県
政
と
市
政
に
総
合
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
今
後
も
情
報
公
開
を
進
め
、

行
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
倉
市
職
員
給
与

是
正
へ
の
取
組
み

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
は
佐
倉
市
職
員
給

与
の
是
正
に
長
年
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
の
給
与

は
、
民
間
給
与
を
基
準

に
し
て
人
事
院
で
決
め

ら
れ
ま
す
。
地
方
公
務

員
の
給
与
も
民
間
給
与

を
基
準
に
決
め
ら
れ
る

べ
き
で
す
。
し
か
し
、

佐
倉
市
で
は
、
国
基
準

よ
り
高
く
（
Ｓ
53
年
以

来
調
整
手
当
・
地
域
手

当
で
顕
著
）
支
給
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
是
正
に
、
佐
倉

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

地
道
に
取
り
組
み
追
及

も
し
て
き
た
結
果
、
Ｈ

16
年
度
か
ら
Ｈ
22
年
度

で
、
調
整
手
当
（
地
域

手
当
）
の
国
基
準
と
の

差
額
は
年
額
６
億
円
減

少
し
ま
し
た
（
詳
細
裏

面
）
。

そ
の
活
動
は
、
皆
様

か
ら
の
お
手
紙
、
電
話
、

駅
頭
等
で
の
激
励
が
何

よ
り
の
支
え
で
し
た
。

佐
倉
市
は
、
４
７
３

億
円
の
借
金
（
Ｈ
21
年

度
末
）
を
抱
え
て
お
り
、

高
齢
化
社
会
に
対
す
る

備
え
が
急
務
で
す
。
今

後
も
適
正
化
へ
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

っ
て
何
？

と
良
く
た
ず
ね
ら
れ
ま
す
。

オ

ン
ブ
ズ
マ

ン
と
は

「
行
政
苦
情
の
解
決
や
、

行
政
の
適
正
運
用
の
た
め

に
行
動
す
る
人
」
の
意
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
す
。

本
来
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

は
「
直
訴
す
る
人
の
仲
介

人
」
で
す
。
現
代
は
、
高

度
に
官
僚
制
が
進
み
、
市

民
は
、
主
権
者
（
主
人
公
）

で
あ
り
な
が
ら
、
役
所
な

ど
の
官
僚
機
構
の
前
で
は

容
易
に
弱
者
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
困
っ
た
人
を
援

助
し
解
決
す
る
『
お
ん
ぶ

す
る
人
（
マ
ン
）
』
に
な

り
ま
す
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
「
お

ん
ぶ
す
る
人
」
と
お
ぼ
え

て
く
だ
さ
い
。

更
に
、
行
政
の
適
正
運

用
を
求
め
、
税
金
の
無
駄

遣
い
を
無
く
し
、
税
金
の

不
正
支
出
を
許
さ
な
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
は
、
官
僚
機
構
と
向
き

合
っ
て
市
民
を
援
助
し
ま

す
。
現
行
の
法
令
を
使
い
、

不
具
合
な
点
は
、
法
令
の

改
正
、
新
規
作
成
も
提
案

し
、
市
民
を
援
助
し
て
い

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

「
お
ん
ぶ
す
る
人
」

と
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
。

藤崎 良次
（ふじさき りょうじ）
(重点地域) 佐倉市全域

１．藤崎 良次 の略歴
市内山崎（宮前3丁目町内）在住

1949年印旛郡栄町生まれ（６１歳）
政党に無所属 佐倉市議３期目

連絡先 043 4ー85ｰ5999

千葉工業高校、千葉工業大学、

放送大学（社会と経済）卒業

放送大学大学院修士課程（経営
政策）修了

八ッ場ダム訴訟原告

千葉県市民オンブズマン連絡会

議会員（事務局長10年間）

２．藤崎良次の主な活動
これまで、多くの方の協力により

「新庁舎建設（250億円）凍結」、

「白銀小学校負担金の情報を開示
させ、小学校建設へ道を開く」、

「佐倉市と千葉県の官官接待裁判

で勝訴」など。 最近では、

① 職員調整手当（地域手当）

の是正を求め、Ｈ16年度（国基
準より+10％）に比し、Ｈ22年

度（国基
準より+1

％ ）は 9
ポイント

減少し、
年額約 6

億円の減少。

② 入札改革を求め、Ｈ21年度

建設工事落札率78％（予定価格

より５億円減）となる。
③ Ｈ22年度に議員報酬の削減、

議員定数削減条例制定を実現し、

４年で１億円超削減。 ④ 各種講

演会を開催。

３．藤崎良次の目標
税金の不正支出、無駄遣いを

無くし、福祉、教育などを充実させ、

経済格差の是正を進めます。

① 税金の不正支出を許さない。
② 税金の無駄使いを許さない。

③ 迅速な情報公開を進めます。

④ 外郭団体のチェックを行う。

⑤ 苦情受付、調査機能を強め
ます。

⑥ 市議会議員とも協力し、
地元密着で活動します。

次期・千葉県議会へ

2011年2月21日

発行：佐倉市民

オンブズマン

℡＆F485-5999

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
情
報

佐倉市民オンブズマンの追求の結果
国基準への上乗せ調整手当（地域手当）は年額６億円減

上ノ山 博夫
（かみのやま ひろお）
市議２期目に向けて引き続
き取り組みます。
（重点地域） 佐倉地区、臼井線
路南側、千代田地区、藤治台・
春路地区、和田弥富地区

１．上ノ山 博夫 の略歴
佐倉市宮前１丁目在住（６２歳）

政党に無所属

職業 佐倉市議会議員
（会派佐倉市民オンブズマン）

連絡先 （携帯） 090-1409-5387

ＦＡＸ 043－485－3997

新潟県生れ、新潟明訓高校、日
大芸術学部映画学科卒業後ラジ

オ・テレビ番組の制作、レコー

ド会社にてアーティストの育成、

宣伝等に携わる。佐倉市民オン

ブズマンには創立から参加し、
現在市議会議員１期目。

２．上ノ山博夫のめざすもの
情報公開を進め、税金の無駄
遣いをなくし、住みよい「市民主権」

の佐倉市を
目指します。
市民の皆さ
まのご期待
にこたえる
べ く 会 派
「佐倉市民オンブズマン」としてこ
れからも市政に全力で取り組んで
いきます。

① 税金の無駄遣いはさせません。

・市長、議員等特別職、一般職

員の給与・報酬の適正化を目指

します。
・無駄な補助金の支出はＳＴＯＰ！

② 情報公開をさらに進めます。

行政の情報は市民のもの。隠す

のではなく、積極的な公開を進

めます。
・税金の支出、外郭団体等の情

報、意思決定過程等の公開を

進めます。

③ 少子高齢化問題に取り組みます。
子ども達やお年寄りが安全に楽

しく暮らせる町を実現させます。

次期・市議２期目へ

のぼり旗等に関する
公職選挙法違反の是正について

佐倉市選挙管理委員会は、２月14日の選挙説明会で次の文書を

立候補予定者に配布した。（千葉県選管も同様に配布済み）

「公職選挙法第143条16項各号により、道路上や駅頭などの街頭で、

候補者等の氏名、氏名類推事項又は後援団体の名称を表示した

のぼり旗、プラカード、たすき等を使用することはできませんので

御留意下さい。」（選挙運動期間以外及び選挙運動期間（たすき

を除く）の両期間とも禁止されている）。以上の如く、上に示さ

れた、のぼり旗、たすき等を使用することは公職選挙法に違反し

ます。罰則は、２年以下の禁固又は50万円以下の罰金です（同法2

43条1項4号）。公職の選挙では、市民の信頼を得るためにも公職

選挙法を守った活動が求められます。



広報佐倉給与費（各年度一般会計決算：百万円） 左平均
年度 人数 給料 職員手当期末勤勉手当 計 （千円）
H16 1,067 4,405 1,279 1,905 7,589 7,113

H17 1,049 4,341 1,121 1,852 7,314 6,973
H18 1,048 4,359 1,093 1,872 7,324 6,988
H19 1,021 4,154 1,090 1,816 7,060 6,914

H20 1,001 3,967 1,029 1,732 6,728 6,721
H21 984 3,829 1,006 1,516 6,351 6,454
H22 936 3,755 1,054 1,420 6,229 6,655

調整/地域手当（％） 国との差額内訳(百万円) 同左計 平均額
年度 国 市 差 給料 期末勤勉 その他 （百万円） （千円）
H16 0 10 10 440 173 56 670 628
H17 0 8 8 347 137 45 529 505
H18 1 8 7 305 122 40 468 446
H19 2.5 8 5.5 228 95 30 353 346
H20 4 8 4 159 67 21 247 246
H21 5 7.5 2.5 96 37 13 146 148
H22 6 7 1 38 14 5 57 61
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佐倉市民オンブズマンは

県の課題に取り組みます。
千葉県は人口620万人（全

国の5％）、県土面積5000平

方ｋｍ（全国の1.4％）。教

職員4万人、警察関係1万人、

知事部局等1万人の合計約6万

人の職員を擁しています。納

めている地方税は県税が４％、

市税が６％です。

千葉県の問題点
①不正経理が長年行われ、計

40億円も不正に使われていた

②情報公開が遅く、不十分

③入札が不透明

④行政委員会が十分機能せず、

教育委員会、公安委員会等で

の議論が不十分

⑤天下りが横行

⑥外郭団体の赤字が多い

⑦監査機能が不十分

⑧職員給与を決める人事委員

会の情報公開も不十分

県議会の問題点
①不正経理などへの議会のチェッ

ク機能が働いていない

②議会の各委員会等の資料が

不十分で県民に県政の内容が

良く伝わらない

（調整手当を報じる読売新聞）
2005年（Ｈ１７）年８月２２日（月）

追及の結果、上乗せ調整手当（地域手当）は６億円（年額）減

オンブズマンが佐倉市民アンケート

佐倉市民オンブズマンの配

布資料は手作りです。業者に
頼んだきれいなものではあり

ません。低コスト構造の活動

をし、事務所も街中のきれい

なものではありません。
地元に密着して県政、市政

に総合的に取り組みます。

市民からの苦情、調査の要
望等にお応えします。是非、

応援してください。

調整手当と言う怪物（右の新聞参照）

佐倉市は、国基準では支給不要な調

整手当（給料の割増）を、1978年（Ｓ5

3）に3％支給し始めた。さらに、調整

手当は他の手当へも跳ね返る。1987年

（Ｓ62）から2004年（H16）までの18年

間は国基準より10％（6.7億円（H16））

も多く支給してきた（下表２）。水道

事業なども入れた全職員では国基準よ

り年間で7億円（H16)も多く、累計では

100億円を超えており怪物と言える（H1

8からは地域手当)。

佐倉市民オンブズマン８年間の追及

Ｈ15年から給与問題に取り組み、調

査と一般質問などを繰り返した。しか

し、議会では、質問を遮られることも

多く、市職員の給与は聖域だった。例

えば、「職員の仕事は大変だ」「職員

の賃金は守らなければならない」「公

務員給与を高く維持することにより民

間給与も高くなる」など。そして、そ

の間に市民の多くの要望は、財源が無

いという理由で断られてきた。条例の

改正案を提出するには、３名の議員が

必要であり、現状の２名では他の賛成

者もなく提出できなかった。

調整手当見直しのきっかけ

そんな中で市は、議会の議決を得て、

国基準を上回る「調整手当という給与」

を支給し続けてきた。

しかし、藤崎の「調整手当が高過ぎ

る」との追及に、「調整手当については、

段階的に見直してゆく。人件費を削減せ

ざるを得ない」（H15年12月の議会）と

前渡貫市長が述べ、調整手当をやっと平

成17年度から下げ始めた。

Ｈ１６年度→Ｈ２２年度で、

国基準との差額は年額６億円減少

下表２から読み取れるように、H16年

度に平均一人当たりで年額628千円も国

基準より高かった調整手当は、H18年度

（呼称は地域手当となる）446千円、H2

1年度148千円、H22年度約６万円と下がっ

てきた。これは、H15年からの長い道の

りだった。駅頭などでの皆様からの励

ましを受け、継続して取り組んだ結果、

H22年度でようやく、地域手当の国との差は

１％まで縮小してきた。

今後の問題点

ラスパイレス指数、地域手当、住居

通勤手当、退職金、特別職への期末手

当20％加算措置、年金への跳ね返り等

に問題がある。佐倉市の若手職員初任

給は値下げされたが、ベテラン職員給

与は高止まりしている。Ｈ22年度で未

だ、年額3.5億円程度国基準より高いと

計算できる。

（注）表１は「こうほう佐倉」発表の

値他、H22度分は予算書から。

表２は、表1から算出した金額を示す。
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す
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を
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す
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家
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を
定
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お
り
、

県
や
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も
条
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。
佐
倉
市

地

区

の

場
合

、

国

は

0
％
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年

よ
り

2
％

下
げ

て

8
％

と
し
て
い
た
。

調

査
は

6
月

14
、

15
日
、

市

内

5
駅
の

駅

前

で
ア

ン

ケ
ー
ト
は
が
き
６
５
０
枚
を

配
布
し
、
１
８
４
人
か
ら
返

送
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
調
整
手
当
の

こ

と

に
つ

い
て

、

49
％
が

「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
。

同

市

が

8
％

を

支

給
し

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

は

、

78
％
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」

と

答
え

た

。
ま

た

、

76
％

が
、
市
職
員
給
与
に
つ
い
て

市
の
情
報
提
供
が
「
不
足
し

て
い
る
」
と
答
え
た
。

自
由
記
述
欄
で
は
「
財
政

難
か
ら
今
年
の
国
際
花
火
大

会
中
止
へ
の
理
解
を
求
め
て

い
る
が
、
こ
う
い
う
点
が
あ

い
ま
い
で
は
理
解
に
苦
し
む
」
、

「
単
純
な
削
減
は
職
員
の
士

気
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
能

力
給
の
導
入
な
ど
が
先
決
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

県
内
各
市
の
調
整
手
当
支

給
率
は
、
千
葉
、
市
川
、
成

田

（
各

10
％
）

、

八
千

代

（

9
％

）
、

四
街

道
（

8

％

）
、

八

街

（

5
％

）

な

ど

。
支

給

率

2
％
の

銚

子

市
で
は
、
野
平
匡
邦
市
長
が

手
当
廃
止
を
巡
り
職
員
組
合

な
ど
と
対
立
し
て
い
る
。

調
整
手
当
に
つ
い
て
、
佐

倉
市
職
員
課
は
「
他
市
と
の

均
衡
を
取
っ
て
支
給
し
て
お

り
、
議
会
の
承
認
も
得
て
い

る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
目
的
も
あ
る
」
と
説
明
。

藤
崎
代
表
は
「
今
年
度
の
手

当

の
予

算

額

は

5
億

６

０

０
０
万
円
だ
が
、
市
は
２
７

０
０
万
円
の
予
算
が
出
せ
ず

に
花
火
大
会
を
中
止
し
て
い

る
。
庶
民
の
楽
し
み
に
は
予

算
を
出
せ
な
い
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
」
と
話
し
て
い
る
。

花
火
大
会
中
止
よ
り

人
件
費
削
減
を

94
％
「
支
給
す
べ
き
で
な
い
」

調 整 手 当


